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書き込み器とﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ

JTAGICE3

使用者の手引き

序説

Atmel JTAGICE3はﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ能力を持つARM® Cortex®-Mに基づくAtmel® SAMとAtmel 
AVR®ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用の強力な開発ﾂｰﾙです。

・ JTAGとaWireの両ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽで全てのAtmel 32ﾋﾞｯﾄAVRﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾁｯﾌﾟ
上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ

・ JTAGと2線PDIの両ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽで全てのAtmel AVR XMEGA® 8ﾋﾞｯﾄ ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ系ﾃﾞﾊﾞｲ
ｽのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ

・ JTAG、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE、またはUPDIのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽでOCD支援を持つ全てのAtmel 8ﾋﾞｯﾄAVR
ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗの(JTAG,SPI,UPDIでの)ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ

・ SWDとJTAGの両ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽでARM Cortex-Mに基づく全てのAtmel SAMﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗの
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ (ﾌｧｰﾑｳｪｱ 3.0とそれ以降版)
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1. 特徴

1.1. Atmel JTAGICE3の特徴

・ Atmel Studioに完全適合
・ 全てのAtmel AVR UC3 32ﾋﾞｯﾄ ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを支援
・ 全ての8ﾋﾞｯﾄ AVR XMEGAﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを支援
・ OCDを持つ全てのAtmel 8ﾋﾞｯﾄ megaAVRとtinyAVRﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを支援
・ ARM Cortex-Mに基づく全てのSAMﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを支援
・ 1.65～5.5Vの目的対象動作電圧範囲
・ 動作中に目的対象のVTrefから3ma未満の引き出し
・ 32kHz～15MHzのJTAGｸﾛｯｸ周波数を支援
・ 32kHz～10MHzのPDIｸﾛｯｸ周波数を支援
・ 4kﾋﾞｯﾄ/s～0.5Mﾋﾞｯﾄ/sのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREﾎﾞｰﾚｰﾄを支援
・ 7.5kﾋﾞｯﾄ/s～7.5Mﾋﾞｯﾄ/sのaWireﾎﾞｰﾚｰﾄを支援
・ 8kHz～1.875MHzのSPIｸﾛｯｸ周波数を支援
・ 750kﾋﾞｯﾄ/sまでのUPDIﾎﾞｰﾚｰﾄを支援
・ 32kHz～2MHzのSWDｸﾛｯｸ周波数を支援
・ USB高速(High-spped)ﾎｽﾄ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
・ 最大1MB/sでのITM連続追跡捕獲
・ 10ﾋﾟﾝ50mil JTAGｺﾈｸﾀだけでなく、ｱﾀﾞﾌﾟﾀを使って10ﾋﾟﾝ100mil、6ﾋﾟﾝ50mil SPI、6ﾋﾟﾝ100mil SPIのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽも支援

1.2. ｼｽﾃﾑ要件

Atmel JTAGICE3本体はｺﾝﾋﾟｭｰﾀにAtmel StudioかAVR Studio®の5.0またはそれ以降のような前置ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ環境がｲﾝｽﾄｰﾙされること
が必要です。

JTAGICE3は提供されたUSBｹｰﾌﾞﾙを使ってﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続されるべきです。

2. Atmel JTAGICE3での開始に際して

2.1. ｷｯﾄ内容

・ JTAGICE3本体
・ USBｹｰﾌﾞﾙ (1.8m、高速(High-speed)、ﾐﾆB)
・ 50mil SPI、100mil SPI、100mil JTAGのｱﾀﾞﾌﾟﾀを含むｱﾀﾞﾌﾟﾀ基板
・ 50mil JTAGｹｰﾌﾞﾙ
・ 50mil 10ﾋﾟﾝ ﾐﾆ ﾊﾞﾗ線ｹｰﾌﾞﾙ
・ AVR技術ﾗｲﾌﾞﾗﾘDVD

図2-1. JTAGICE3ｷｯﾄ内容
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2.2. Atmel JTAGICE3の組み立て

Atmel JTAGICE3本体は付随されるｹｰﾌﾞﾙなしで出荷されます。組み立てｷｯﾄ内で次
のような2つのｹｰﾌﾞﾙ任意選択が提供されます。

・ 50mil 10ﾋﾟﾝIDCﾌﾗｯﾄ ｹｰﾌﾞﾙ
・ 10×100milｿｹｯﾄ付き50mil 10ﾋﾟﾝ ﾐﾆ ﾊﾞﾗ線ｹｰﾌﾞﾙ

殆どの目的に関し、組み立てｷｯﾄで提供されるｱﾀﾞﾌﾟﾀの1つと共に50mil 10ﾋﾟﾝのIDCﾌ
ﾗｯﾄ ｹｰﾌﾞﾙを使うことができます。1つの小さなPCB区画部分で3つのｱﾀﾞﾌﾟﾀが提供され
ます。ｱﾀﾞﾌﾟﾀを分割するには、区分を前後に優しく曲げることによって単にそれぞれを
折り取ってください。分割処理に起因するかもしれないどんな鋭い端をも避けるように
注意してください。以下のｱﾀﾞﾌﾟﾀが含まれます。

・ A09-0955 - A 100mil 10ﾋﾟﾝ JTAGｱﾀﾞﾌﾟﾀ
・ A09-0955 - B 100mil 6ﾋﾟﾝ SPI/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE/PDI/aWireｱﾀﾞﾌﾟﾀ
・ A09-0955 - C 50mil 6ﾋﾟﾝ SPI/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE/PDI/aWireｱﾀﾞﾌﾟﾀ

図2-2. JTAGICE3ｹｰﾌﾞﾙ

図2-3. JTAGICE3ｱﾀﾞﾌﾟﾀ

50mil JTAGｱﾀﾞﾌﾟﾀが提供されないことに注意してください。これは50mil JTAGﾍｯﾀﾞに
直接的に接続するのに50mil 10ﾋﾟﾝIDCｹｰﾌﾞﾙを使うことができるためです。50mil 10ﾋﾟ
ﾝ ｺﾈｸﾀに使われる部品の部品番号については「目的対象ｺﾈｸﾀ部品番号」をご覧くだ
さい。

JTAGICE3をそれの既定構成設定に組み立てるには、右図で示されるように本体に10
ﾋﾟﾝの50mil IDCｹｰﾌﾞﾙを接続してください。ｹｰﾌﾞﾙの赤い線(1番ﾋﾟﾝ)が筐体の青い帯
の三角目印と整列するよう、ｹｰﾌﾞﾙの向きに注意してください。ｹｰﾌﾞﾙは本体から上側
へ接続されるべきです。

次に、ｱﾀﾞﾌﾟﾀ区画部から100mil 10ﾋﾟﾝJTAGｱﾀﾞﾌﾟﾀをﾎﾟｷｯと折り、それをIDCｹｰﾌﾞﾙの
他端側に接続してください。Atmel JTAGICE3は今やそれの基本的なJTAG構成設定
で使う準備が整いました。

図2-4. Atmel JTAGICE3ｹｰﾌﾞﾙ接続

図2-5. JTAGICE探針ｱﾀﾞﾌﾟﾀ接続



Atmel JTAGICE3 [使用者の手引き] 5

2.3. Atmel JTAGICE3を開ける

注: 通常操作に関して、Atmel JTAGICE3本体が開かれてはなりません。本体を開けることはあなた自身の責任に於いて行われま
す。

JTAGICE3の筐体は、組み立て中に共に嵌められる上覆い、底覆い、それと青い帯の分離した3つのﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸ部品から成ります。本
体を開けるには単に大きなﾏｲﾅｽ(-)ﾄﾞﾗｲﾊﾞを青い帯の隙間に挿入し、或る程度内側へ圧力を印加して、優しく捻ってください。他の
嵌め穴でこれを繰り返し、上覆いを取り上げてください。

図2-6. JTAGICE3を開ける (訳注:原書での図2-6,7,8.は図2-6.として纏めました。)

⇒ ⇒

本体を再び閉じるには、単に上覆いと底覆いを正しく整列し、共に固く押してください。

2.4. Atmel JTAGICE3の給電

Atmel JTAGICE3はUSBﾊﾞｽ電圧によって給電されます。それは動作するのに100mA未満が必要で、故にUSBﾊﾌﾞを通して給電する
ことができます。電力LEDは本体が接続された時に点灯します。活動するﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞまたはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの作業で接続されない時は、ｺﾝ
ﾋﾟｭｰﾀの電池を保護するために本体が低電力消費へ移行します。JTAGICE3は電力断にすることができず、未使用時に接続を外さ
れるべきです。

2.5. ﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀへの接続

最初にAtmel JTAGICE3で接続する前に、ﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀにUSBﾄﾞﾗｲﾊﾞをｲﾝｽﾄｰﾙことを確実にしてください。これはAtmelによって無
料で提供される前置ｿﾌﾄｳｪｱをｲﾝｽﾄｰﾙする時に自動的に行われます。更なる情報や最終版の前置ｿﾌﾄｳｪｱのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞについては
www.atmel.comをご覧ください。

JTAGICE3は提供されたUSBｹｰﾌﾞﾙを使ってﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀで利用可能なUSBﾎﾟｰﾄへ接続されなければなりません。JTAGICE3はU 
SB 2.0適合制御器を含み、全速(Full-speed)と高速(High-speed)の両動作で動作することができます。最良の結果のために、提供さ
れたｹｰﾌﾞﾙを使ってﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀのUSB 2.0適合高速ﾊﾌﾞへ直接接続してください。

2.6. USBﾄﾞﾗｲﾊﾞのｲﾝｽﾄｰﾙ

2.6.1. Windows

Microsoft® Windows®が走行するｺﾝﾋﾟｭｰﾀでAtmel JTAGICE3をｲﾝｽﾄｰﾙすると、JTAGICE3が最初に接続される時にUSBﾄﾞﾗｲﾊﾞが
読み込まれます。

注: 最初に本体を接続する前に、前置ｿﾌﾄｳｪｱ一括のｲﾝｽﾄｰﾙを確実にしてください。

新規ﾊｰﾄﾞｳｪｱ ｳｨｻﾞｰﾄﾞを通して既定(”推奨”)任意選択で処理してください。

図2-9. JTAGICE3 USBﾄﾞﾗｲﾊﾞのｲﾝｽﾄｰﾙ

http://www.atmel.com/
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図2-10. JTAGICE3 USBﾄﾞﾗｲﾊﾞのｲﾝｽﾄｰﾙ

自動的に検出されない場合、ｳｨｻﾞｰﾄﾞを<Windowsﾙｰﾄ>\infﾌｫﾙﾀﾞに格納されるjtagice3.infと呼ばれる(Ｊungoによって提供された)ﾃﾞﾊﾞ
ｲｽ ﾄﾞﾗｲﾊﾞへ指示してください。

一旦、成功裏にｲﾝｽﾄｰﾙされると、JTAGICE3はﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾏﾈｰｼﾞｬで”Jungo”装置として現
れるでしょう。

JTAGICE3は今や使用の準備が整いました。

注: ﾌｧｰﾑｳｪｱ 3.0版とそれ以降は通信用にHIDｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを使います。この場合、ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑによって提供されるUSBﾄﾞﾗｲ
ﾊﾞが自動的に読み込まれます。

3. Atmel JTAGICE3の接続

3.1. JTAG目的対象への接続

Atmel JTAGICE3探針はﾂｰﾙの筐体の前面で利用できる50mil 10ﾋﾟﾝのJTAGｺﾈｸﾀを持ちます。このｷｯﾄは目的対象基板上の50mil 
JTAGﾍｯﾀﾞへ直接接続するのに使うことができる50mil 10ﾋﾟﾝ ｹｰﾌﾞﾙを含みます。目的対象基板は(例えばAtmel STK®600の)100mil 
JTAGﾍｯﾀﾞに適合させるべきで、ｷｯﾄで提供される(A08-0735-A)100milｱﾀﾞﾌﾟﾀを使うことができます。目的対象基板が50 milまたは
100milの適合した10ﾋﾟﾝ JTAGﾍｯﾀﾞを持たない場合、100milｿｹｯﾄの個別10ヶ所への入出力を与える、提供された10ﾋﾟﾝの”ﾐﾆ ﾊﾞﾗ線”
ｹｰﾌﾞﾙを使って独自配列に割り当てることができます。

3.1.1. JTAG 10ﾋﾟﾝ ｺﾈｸﾀの使い方

10ﾋﾟﾝ JTAGｺﾈｸﾀのﾋﾟﾝ配列は図4-2.で示されます。

JTAGICE3を目的対象応用PCBに接続する時に10ﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞを正しい向きで使うことを確
実にしてください。探針ｹｰﾌﾞﾙの赤い線は100milｱﾀﾞﾌﾟﾀでの’点’としての1番ﾋﾟﾝを示しま
す。
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3.2. aWire目的対象への接続

aWireｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはVCCとGNDに加えて1つのﾃﾞｰﾀ線だけが必要で
す。Atmel JTAGICE3目的対象ｺﾈｸﾀと目的対象基板間を接続するの
に10ﾋﾟﾝのﾐﾆ ﾊﾞﾗ線ｹｰﾌﾞﾙが使われるべきです。右表で示されるよう
に、3つの接続が必要とされます。

表3-1. ﾐﾆ ﾊﾞﾗ線ｹｰﾌﾞﾙを使うaWireへの接続

JTAGICE3ﾋﾟﾝ ﾐﾆ ﾊﾞﾗ線ﾋﾟﾝ目的対象ﾋﾟﾝ aWireﾋﾟﾝ

1 (TCK) 1

2 (GND) GND 2 6

3 (TDO) DATA 3 1

4 (VTG) VTG 4 2

5 (TMS) 5

6 (nSRST) 6

7 (未接続) 7

8 (nTRST) 8

9 (TDI) 9

10 (GND) 0

3.3. PDI目的対象への接続

6ﾋﾟﾝPDIｺﾈｸﾀ用のﾋﾟﾝ配列は図4-5.で示されます。

このｷｯﾄで提供される(A-08-0735-BとA-08-0735-C)ｱﾀﾞﾌﾟﾀは50milまたは100milのどちらかの任意選択でこのﾋﾟﾝ配列に接続するの
に使うことができます。

Atmel JTAGICE3を目的対象応用PCBに接続する時に6ﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞを正しい向きで使うことを確実にしてください。ｱﾀﾞﾌﾟﾀ基板上の
‘点’が1番ﾋﾟﾝを示します。

標準6ﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞを持たない目的対象への接続時、JTAGICE3目的対象ｺﾈｸﾀと目的対象基板間に10ﾋﾟﾝ ﾐﾆ ﾊﾞﾗ線ｹｰﾌﾞﾙを使うことが
できます。4つの接続が必要とされ、下表はそれらを接続する場所を記述します。

注: PDI_DATAが9番ﾋﾟﾝに接続されるJTAGICE mkⅡのJTAG
探針とは違いがあります。JTAGICE3はAtmel AVR ONE!と
Atmel AVR Dragon製品によって使われるﾋﾟﾝ配列と互換性
があります。

表3-2. ﾐﾆ ﾊﾞﾗ線ｹｰﾌﾞﾙを使うPDIへの接続

JTAGICE3ﾋﾟﾝ ﾐﾆ ﾊﾞﾗ線ﾋﾟﾝ目的対象ﾋﾟﾝ STK600 PDIﾋﾟﾝ

1 (TCK) 1

2 (GND) GND 2 6

3 (TDO) PDI_DATA 3 1

4 (VTG) VTG 4 2

5 (TMS) 5

6 (nSRST) 6PDI_CLK 5

7 (未接続) 7

8 (nTRST) 8

9 (TDI) 9

10 (GND) 0

3.4. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE目的対象への接続

6ﾋﾟﾝ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREｺﾈｸﾀ用のﾋﾟﾝ配列は図4-7.で示されます。

このｷｯﾄで提供される(A-08-0735-BとA-08-0735-C)ｱﾀﾞﾌﾟﾀは50milまたは100milのどちらかの任意選択でこのﾋﾟﾝ配列に接続するの
に使うことができます。

Atmel JTAGICE3を目的対象応用PCBに接続する時に6ﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞを正しい向きで使うことを確実にしてください。ｱﾀﾞﾌﾟﾀ基板上の
‘点’が1番ﾋﾟﾝを示します。

例え正しく動作するためにﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREｲﾝﾀｰﾌｪｰｽがVCC、GNDと1つの単線(RESET)だ
けが必要でも、SPIﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを使ってﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを許可/禁止することがで
きるように完全なSPIｺﾈｸﾀへの入出力を持つことが推奨されます。

DWENﾋｭｰｽﾞが許可されると、OCD単位部がRESETﾋﾟﾝ上の制御を持つために、内部的
にSPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが無効にされます。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE OCDは(Atmel Studioのﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ ﾀﾞｲｱ
ﾛｸﾞ内のﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾀﾌﾞ上の釦を使って)一時的にそれ自身を禁止する能力があり、故にRES 
ET線の制御を解放します。(SPIENﾋｭｰｽﾞだけがﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)されるなら、)その後にSPIｲﾝ
ﾀｰﾌｪｰｽが再び利用可能で、SPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを使ってDWENﾋｭｰｽﾞを非ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(1)にする
ことを許します。単純にAtmel StudioにDWENﾋｭｰｽﾞの設定と解除を扱わせることを強く勧
告します!。
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目的対象Atmel AVRの施錠ﾋﾞｯﾄがﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)されている場合、ﾃﾞﾊﾞｯ
ｸﾞWIREｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを使うのは不可能です。常にDWENﾋｭｰｽﾞをﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ﾑ(0)する前に施錠ﾋﾞｯﾄが解除(1)されていることを確実にして、DWEN
ﾋｭｰｽﾞがﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)されている間に施錠ﾋﾞｯﾄを決して設定(0)しないで
ください。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE許可(DWEN)ﾋｭｰｽﾞと施錠ﾋﾞｯﾄの両方が設定(0)
される場合、ﾁｯﾌﾟ消去を行うのに高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを使うことができ、
そのようにして施錠ﾋﾞｯﾄを解除(1)してください。施錠ﾋﾞｯﾄが解除(1)され
ると、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが再び許可されます。DWENﾋｭｰｽﾞが
非ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(1)の時のSPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはﾋｭｰｽﾞ読み出し、識票読み出
し、ﾁｯﾌﾟ消去実行の能力だけです。

表3-3. ﾐﾆ ﾊﾞﾗ線ｹｰﾌﾞﾙを使うﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREへの接続

JTAGICE3ﾋﾟﾝ ﾐﾆ ﾊﾞﾗ線ﾋﾟﾝ目的対象ﾋﾟﾝ

1 (TCK) 1

2 (GND) GND 2

3 (TDO) 3

4 (VTG) VTG 4

5 (TMS) 5

6 (nSRST) 6RESET

7 (未接続) 7

8 (nTRST) 8

9 (TDI) 9

10 (GND) 0

3.5. SPI目的対象への接続

6ﾋﾟﾝSPIｺﾈｸﾀ用のﾋﾟﾝ配列は図4-8.で示されます。

このｷｯﾄで提供される(A-08-0735-BとA-08-0735-C)ｱﾀﾞﾌﾟﾀは50milまたは100milのどちらかの任意選択でこのﾋﾟﾝ配列に接続するの
に使うことができます。

Atmel JTAGICE3を目的対象応用PCBに接続する時に6ﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞを正しい向きで使うことを確実にしてください。ｱﾀﾞﾌﾟﾀ基板上の
‘点’が1番ﾋﾟﾝを示します。

注: ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE許可(DWEN)ﾋｭｰｽﾞがﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)されている時に、例えSPIENﾋｭｰｽﾞもﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)されていても、SPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽは事
実上禁止されます。SPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを再許可するには、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREでのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業中に’disable debugWIRE’命令が発行され
なければなりません。この方法でのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE禁止はSPIENﾋｭｰｽﾞが既にﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)されていることが必要です。Atmel Studio
がﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE禁止を失敗する場合、多分SPIENﾋｭｰｽﾞがﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)にされていないでしょう。その場合、SPIENﾋｭｰｽﾞをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
(0)するのに高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを使うことが必要です。単純にAtmel StudioにDWENﾋｭｰｽﾞの設定と解除を扱わせるこ
とを強く勧告します!。

Atmel JTAGICE3目的対象ｺﾈｸﾀとSPI目的対象基板を接続するの
に10ﾋﾟﾝ ﾐﾆ ﾊﾞﾗ線ｹｰﾌﾞﾙを使うこともできます。右表で示されるよう
に、6つの接続が必要とされます。

表3-4. ﾐﾆ ﾊﾞﾗ線ｹｰﾌﾞﾙを使うSPIへの接続

JTAGICE3ﾋﾟﾝ ﾐﾆ ﾊﾞﾗ線ﾋﾟﾝ目的対象ﾋﾟﾝ SPIﾋﾟﾝ

1 (TCK) 1SCK 3

2 (GND) GND 2 6

6 (nSRST) /RESET

3 (TDO) MISO 3 1

4 (VTG) VTG 4 2

5 (TMS) 5

6 5

7 (未接続) 7

8 (nTRST) 8

9 (TDI) MOSI 9 4

10 (GND) 0

3.6. SWD目的対象への接続

ARM SWDｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはTCKとTMSのﾋﾟﾝを利用するJTAGｲﾝﾀｰ
ﾌｪｰｽの一部分で、SWDﾃﾞﾊﾞｲｽに接続する時に技術的に10ﾋﾟﾝ
JTAGｺﾈｸﾀを使えることを意味します。けれどもARM JTAGとAVR 
JTAGのｺﾈｸﾀはﾋﾟﾝ互換ではなく、故にこれは使う目的対象基板
の配置に依存します。STK600使用またはAVR JTAGﾋﾟﾝ配列利用
時、標準JTAGｺﾈｸﾀを使うことができます。ARM JTAGﾋﾟﾝ配列を
利用する基板への接続時、10ﾋﾟﾝの”ﾐﾆ ﾊﾞﾗ線”ｹｰﾌﾞﾙが使われな
ければなりません(この割り当てを行うAtmelからの利用可能なｱﾀﾞ
ﾌﾟﾀはありません)。

表3-5. ﾐﾆ ﾊﾞﾗ線ｹｰﾌﾞﾙを使うSWDへの接続

JTAGICE3ﾋﾟﾝ ﾐﾆ ﾊﾞﾗ線ﾋﾟﾝ目的対象ﾋﾟﾝ ARM SWDﾋﾟﾝ

1 (TCK) 1SWDCLK  4 (SWDCLK)

2 (GND) GND 2  3,5,9 (GND)

3 (TDO) SWO(任意) 3  6

4 (VTG) VTG 4  1 (VCC)

5 (TMS) SWDIO 5  2 (SWDIO)

6 (nSRST) RESET 6 10 (nRESET)

7 (未接続) 7

8 (nTRST) 8

9 (TDI) 9

10 (GND) 0  3,5,9 (GND)
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3.8. Atmel STK500とのAtmel JTAGICE3の使い方

Atmel STK500ｽﾀｰﾀ ｷｯﾄはJTAG、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE、SPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを通してAteml JTAGICE3
を接続することができるAtmel AVRﾃﾞﾊﾞｲｽの収容場所に使うことができます。

JTAG目的対象への接続時、単純にATSTK500_JTAG_ADAPTERを使ってください。

利用可能なSTK500 JTAGｱﾀﾞﾌﾟﾀを持ってない場合、STK500のPORTC5～2でﾃﾞﾊﾞｲｽの
JTAGﾎﾟｰﾄに直接接続するのに10ﾋﾟﾝの”ﾊﾞﾗ線”ｹｰﾌﾞﾙを使うこともできます。

3.7. UPDI目的対象への接続

6ﾋﾟﾝPDIｺﾈｸﾀ用のﾋﾟﾝ配列は「UPDI物理ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ」で示されま
す。

けれども、JTAGICE3は同時に(AVRﾍｯﾀﾞの)6番ﾋﾟﾝを駆動すること
なく(AVRﾍｯﾀﾞの)3番ﾋﾟﾝで1線UPDIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを駆動することが
できないﾊｰﾄﾞｳｪｱを持ちます。この理由のためにUPDIに対して10
ﾋﾟﾝのﾐﾆ ﾊﾞﾗ線ｹｰﾌﾞﾙを使うことが推奨されます。

注: Atmel-ICE及びより新しいﾂｰﾙはUPDIﾍｯﾀﾞに直接接続する能
力があります。

表3-6. ﾐﾆ ﾊﾞﾗ線ｹｰﾌﾞﾙを使うUPDIへの接続

JTAGICE3ﾋﾟﾝ ﾐﾆ ﾊﾞﾗ線ﾋﾟﾝ目的対象ﾋﾟﾝ
Atmel STK600

UPDIﾋﾟﾝ

1 (TCK) 1

2 (GND) GND 2 6

3 (TDO) UPDI_DATA 3 1

4 (VTG) VTG 4 2

5 (TMS) 5

6 (nSRST) 6

7 (未接続) 7

8 (nTRST) 8

9 (TDI) 9

10 (GND) 0

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREとSPIの目的対象への接続は6ﾋﾟﾝ100milｱﾀﾞﾌﾟﾀを使って行われます。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ
WIREｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ使用時、ﾘｾｯﾄ線に必要な時の駆動を許すためにSTK500のRESETｼﾞｬﾝ
ﾊﾟを取り外すことを確実にしてください。

代わりに、JTAGICE3は提供された10ﾋﾟﾝのﾐﾆ ﾊﾞﾗ線ｹｰﾌﾞﾙを使ってどの目的対象ｲﾝﾀｰ
ﾌｪｰｽへも接続することができます。

3.9. Atmel STK600とのAtmel JTAGICE3の使い方

Atmel STK600ｽﾀｰﾀ ｷｯﾄはJTAG、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE、PDI、SPI、aWireｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを通してAtm 
el JTAGICE3を接続することができるAtmel AVRﾃﾞﾊﾞｲｽの収容場所に使うことができます。

JTAG目的対象への接続時、単純にSTK600上のJTAGｺﾈｸﾀへ接続するのに供給された10
ﾋﾟﾝ100milｱﾀﾞﾌﾟﾀを使ってください。
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PDI、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE、SPI、aWireの目的対象への接続時、単純にSPI/PDIﾍｯﾀﾞ ｺﾈｸﾀに接続
するのに提供された6ﾋﾟﾝ100milｱﾀﾞﾌﾟﾀを使ってください。

4. ﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ

4.1. ﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ(OCD)の序説

伝統的なｴﾐｭﾚｰﾀは目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽの正確な動きを真似ようとする道具です。より近いこの動きは実際のﾃﾞﾊﾞｲｽの動きで、より良い
模倣です。

Atmel JTAGICE3は伝統的なｴﾐｭﾚｰﾀではありません。代わりに、JTAGICE3はﾃﾞﾊﾞｲｽの実行を監視して制御するための機構を提供
する目的対象Atmel AVRﾃﾞﾊﾞｲｽ内の内部ﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｼｽﾃﾑ(OCD:On^Chip Debug system)とｲﾝﾀｰﾌｪｰｽします。この方法ではﾃﾞ
ﾊﾞｯｸﾞをされつつある応用がｴﾐｭﾚｰﾄされませんが、現実のAVR目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ上で実際に実行されます。

OCDｼｽﾃﾑとで、応用は伝統的なｴﾐｭﾚｰﾀでは技術的に実現可能ではない何か、即ち目的対象ｼｽﾃﾑで正確な電気的及びﾀｲﾐﾝｸﾞ
の特性を保って静かに実行することができます。

走行動作

走行動作時、ｺｰﾄﾞの実行はJTAGICE3と完全に独立です。JTAGICE3は中断条件が発生したかを知るために目的対象AVRを継続
的に監視します。これが発生すると、OCDｼｽﾃﾑはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを通してﾃﾞﾊﾞｲｽに質問し、使用者にﾃﾞﾊﾞｲｽの内部状況を見る
ことを許します。

停止動作

中断点(ﾌﾞﾚｰｸﾎﾟｲﾝﾄ)到達時、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行は停止されますが、全ての入出力は中断点が起きなかったように走行を継続します。例
えば中断点発生時に丁度USART送信が初期化(/設定)されたと仮定します。この場合は例えｺｱが停止動作であっても、USARTは送
信を完了する全速で走行を継続します。

ﾊｰﾄﾞｳｪｱ中断点

AVR OCD部はﾊｰﾄﾞｳｪｱで実装された多数のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ比較器を含みます。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀが比較器ﾚｼﾞｽﾀの1つに格納された
値と一致すると、OCDは停止動作へ移行します。ﾊｰﾄﾞｳｪｱ中断点はOCD部で専用のﾊｰﾄﾞｳｪｱを必要とするため、利用可能な中断
点数は目的対象AVRに実装されるOCD部の大きさに依存します。通常、ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞによって内部使用のために1つのこのようなﾊｰﾄﾞｳｪ
ｱ比較器が”予約”されます。様々なOCD部で利用可能なﾊｰﾄﾞｳｪｱ中断点のより多くの情報については「Atmel OCD実装」項をご覧く
ださい。

ｿﾌﾄｳｪｱ中断点

ｿﾌﾄｳｪｱ中断点は目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ上のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾒﾓﾘに配置されたBREAK命令です。この命令が読み込まれると、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行が中
断され、OCDは停止動作へ移行します。実行を継続するには、OCDから”start”命令を与えなければなりません。全てのAVRがBRE 
AK命令を支援するOCD部を持っている訳ではありません。様々なOCD部で利用可能なｿﾌﾄｳｪｱ中断点のより多くの情報については
「Atmel OCD実装」項をご覧ください。

4.2. 物理ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

Atmel JTAGICE3はこれ以降の項で記述されるように多数のﾊｰﾄﾞｳｪｱ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを支援します。

4.2.1. JTAG

JTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはIEEE 1149.1規格に適合する4線検査
入出力ﾎﾟｰﾄ(TAP:Test Access Port)制御器から成ります。
IEEE規格は回路基板の接続性(境界走査)を効率的に検
査する工業標準的な方法を提供するために開発されまし
た。Atmel AVRﾃﾞﾊﾞｲｽは完全なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯ
ｸﾞの支援を含むように拡張されたこの機能を持ちます。

JTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを持つAtmel AVRを含む応用PCB設計
時、図4-2.で示されるようなﾋﾟﾝ配列を使うことが推奨されま
す。JTAGICE3はこのﾋﾟﾝ配列の100milと50milの両変種に
接続することができます。

図4-1. JTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの基本

JTAGICE3

TCK
TMS
TDI
TDO

AVR
目的対象
ﾃﾞﾊﾞｲｽ

VCC

GND
VTref
nSRST
nTRST
GND

TCK
TDO
TMS
N.C.
TDI

JTAG

1 2

図4-2. JTAGﾍｯﾀﾞ ﾋﾟﾝ配列
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表4-1. JTAGﾋﾟﾝ説明

名前 説明ﾋﾟﾝ番号

TCK 検査ｸﾛｯｸ (JTAGICE3から目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽへのｸﾛｯｸ信号)1

TMS 5 検査種別選択 (JTAGICE3から目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽへの制御信号)

TDI 9 検査ﾃﾞｰﾀ入力 (JTAGICE3から目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽへ送出されるﾃﾞｰﾀ)

TDO 3 検査ﾃﾞｰﾀ出力 (目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽからJTAGICE3へ送出されるﾃﾞｰﾀ)

nTRST 8

nSRST 6

検査ﾘｾｯﾄ (任意、いくつかのAVRﾃﾞﾊﾞｲｽのみ)。JTAG TAP制御器のﾘｾｯﾄに使用

ﾘｾｯﾄ (任意)。目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾘｾｯﾄに使用。或る筋書でのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを必要とし得る、ﾘｾｯﾄ状態で目的対象
ﾃﾞﾊﾞｲｽを保持することをJTAGICE3に許すために、このﾋﾟﾝの接続が推奨されます。

VTG 4
目的対象基準電圧。JTAGICE3は正しくﾚﾍﾞﾙ変換器を給電するために、このﾋﾟﾝで目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ電圧を採
取します。JTAGICE3はこのﾋﾟﾝから1mA未満を引き出します。

GND 2,10
接地。JTAGICE3と目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽが同じ接地基準を共用するのを保証するために両方が接続されなけれ
ばなりません。

助言: 4番ﾋﾟﾝとGND間に雑音分離(ﾃﾞｶｯﾌﾟ)ｺﾝﾃﾞﾝｻを含むことを覚えて置いてください。

JTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽは多数のﾃﾞﾊﾞｲｽに対してﾃﾞｨｰｼﾞｰ ﾁｪｰﾝ構成設定内で単一ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽへ接続することを許します。目的対象ﾃﾞﾊﾞ
ｲｽは全てが同じ供給電圧によって給電され、共通接地節を共用しなければならず、下図で示されるように接続されなければなりませ
ん。

図4-3. JTAGﾃﾞｨｰｼﾞｰ ﾁｪｰﾝ

JTAGICE3 AVR
目的対象
ﾃﾞﾊﾞｲｽ

AVR
目的対象
ﾃﾞﾊﾞｲｽ

AVR
目的対象
ﾃﾞﾊﾞｲｽ

TDI

TDO

TCK
TMS

ﾃﾞｨｰｼﾞｰ ﾁｪｰﾝでﾃﾞﾊﾞｲｽ接続時、以下の点が考慮されなければなりません。

・ 全てのﾃﾞﾊﾞｲｽはJTAGICE3探針のGNDに接続された共通接地(GND)を共用しなければなりません。

・ 全てのﾃﾞﾊﾞｲｽは同じ目的対象電圧で動作しなければなりません。JTAGICE3のVTGはこの電圧に接続されなければなりません。

・ TMSとTCKは並列で接続されます。TDIとTDOは直列連鎖で接続されます。

・ ﾁｪｰﾝ内のﾃﾞﾊﾞｲｽの何れかがJTAGﾎﾟｰﾄを禁止する場合、JTAGICE3探針のnSRSTはﾃﾞﾊﾞｲｽのRESETに接続されなければなりま
せん。

・ ”Devices before”はTDI信号が目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽに到達する前にﾃﾞｨｰｼﾞｰ ﾁｪｰﾝ内を通って通過しなければならないJTAGﾃﾞﾊﾞｲｽ
数を参照します。同様に”Devices after”は信号がJTAGICE3のTDOﾋﾟﾝに到達する前に目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽの後を通って通過しなけ
ればならないﾃﾞﾊﾞｲｽ数です。

・ ”Instruction bits before”と”Instruction bits after”はﾃﾞｨｰｼﾞｰ ﾁｪｰﾝ内で目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽの前後に接続される全てのJTAGﾃﾞﾊﾞｲｽ
の命令ﾚｼﾞｽﾀ(IR)長の総合計を参照します。

・ 総IR長(Instruction bits before+Atmel AVR IR長+Instruction bits after)は最大256ﾋﾞｯﾄに制限されます。ﾁｪｰﾝ内のﾃﾞﾊﾞｲｽ数は前
が15、後ろが15に制限されます。

ﾃﾞｨｰｼﾞｰ ﾁｪｰﾝ例 : TDI ⇒ ATmega1280 ⇒ ATxmega128A1 ⇒ ATUC3A0512 ⇒ TDO

Atmel AVR XMEGAﾃﾞﾊﾞｲｽに接続するためのﾃﾞｨｰｼﾞｰ ﾁｪｰﾝ設定は次のとおりです。

Devices before : 1
Devices after : 1
Instruction bits before : 4 (8ﾋﾞｯﾄ AVRﾃﾞﾊﾞｲｽは4ﾋﾞｯﾄのIRを持ちます。)
Instruction bits after : 5 (32ﾋﾞｯﾄ AVRﾃﾞﾊﾞｲｽは5ﾋﾞｯﾄのIRを持ちます。)
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4.2.2. aWire

aWireｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞをﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの機能を許すためにAVRﾃﾞﾊﾞｲｽのRESET線を利用します。Atmel JTAGICE3によって、ﾋﾟﾝ
の既定RESET機能を禁止する特別な許可手順が送出されます。

aWireｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを持つAtmel AVRを含む応用PCBの設計時、右図で示されるようなﾋﾟﾝ配列を使う
ことが推奨されます。JTAGICE3はこのﾋﾟﾝ配列を支援する100milと50milの両ｱﾀﾞﾌﾟﾀと共に出荷されま
す。

助言: aWireが半二重ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽなので、方向変更時に開始ﾋﾞｯﾄ検出の失敗を避けるため、
RESET線上に約47kΩのﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗が推奨されます。

aWireｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの両方のｲﾝﾀｰﾌｪｰｽとして使うことができ、10ﾋﾟﾝJTAGｲﾝﾀｰ
ﾌｪｰｽを通して利用可能なOCDｼｽﾃﾑの全機能はaWireを通してｱｸｾｽすることもできます。

VCC

N.C.
GND

DATA
N.C.
N.C.

aWire

1 2

図4-4. aWireﾍｯﾀﾞ ﾋﾟﾝ配列

4.2.3. PDI

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(PDI:Program and Debug Interface)はﾃﾞﾊﾞｲｽの外部ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞと
ﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用のAtmel専有ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽです。PDI物性は目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽとの双方向半二重同期
通信を提供する2ﾋﾟﾝ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽです。

PDIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを持つAtmel AVRを含む応用PCBの設計時、右図で示されるﾋﾟﾝ配列が使われるべ
きです。そしてJTAGICE3探針を応用PCBへ接続するのに、Atmel JTAGICE3ｷｯﾄと共に提供される6
ﾋﾟﾝ ｱﾀﾞﾌﾟﾀの1つを使うことができます。

VCC

N.C.
GND

DATA
N.C.
CLK

PDI

1 2

図4-5. PDIﾍｯﾀﾞ ﾋﾟﾝ配列

4.2.4. UPDI物理ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

統合ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(UPDI:Unified Program and Debug Interface)はﾃﾞﾊﾞｲｽの外部
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用のAtmel専有ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽです。これは全てのAVR XMEGAﾃﾞﾊﾞｲｽで見
られるPDI 2線物理ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの後継です。UDPIはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの目的ために目的対象ﾃﾞﾊﾞ
ｲｽとの双方向半二重非同期通信を提供する単線ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽです。

UPDIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを持つAtmel AVRを含む応用PCBの設計時、右図で示されるﾋﾟﾝ配列が使われる
べきです。そしてJTAGICE3探針を応用PCBへ接続するのに、Atmel JTAGICE3ｷｯﾄと共に提供され
る6ﾋﾟﾝ ｱﾀﾞﾌﾟﾀの1つを使うことができます。

VCC

N.C.
GND

UPDI_DATA
N.C.
N.C.

UPDI

1 2

図4-6. UPDIﾍｯﾀﾞ ﾋﾟﾝ配列

4.2.4.1. JTAGICE3を使うUPDI

JTAGICE3はUPDIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを使うﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを支援します。けれども、JTAGICE3は同時に(AVRﾍｯﾀﾞの)6番ﾋﾟﾝを駆動す
ることなく(AVRﾍｯﾀﾞの)3番ﾋﾟﾝで1線UPDIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを駆動することができないﾊｰﾄﾞｳｪｱを持ちます。この理由のためにUPDIに対し
て10ﾋﾟﾝのﾐﾆ ﾊﾞﾗ線ｹｰﾌﾞﾙを使うことが推奨されます。

注: Atmel-ICE及びより新しいﾂｰﾙはUPDIﾍｯﾀﾞに直接接続する能力があります。

4.2.4.2. UPDIと/RESET

UPDI単線ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽは目的対象AVRﾃﾞﾊﾞｲｽに依存して専用ﾋﾟﾝまたは共用ﾋﾟﾝになり得ます。更なる情報についてはﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞｰ
ﾀｼｰﾄを調べてください。

UPDIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが共用ﾋﾟﾝの時にそのﾋﾟﾝはRSTPINCFG1,0ﾋｭｰｽﾞを設定することによってUPDI、/RESETまたは汎用入出力(GPIO)
のどれかに構成設定することができます。

RSTPINCFG1,0ﾋｭｰｽﾞはﾃﾞｰﾀｼｰﾄで記述されるように以下の構成設定を持ちます。各選択の実際上の影響はここで与えられます。

表4-2. JTAGﾋﾟﾝ説明

RSTPINCFG1,0 使い方構成設定

0 0 GPIO
汎用入出力ﾋﾟﾝ。UPDIをｱｸｾｽするためにはこのﾋﾟﾝに12Vのﾊﾟﾙｽが印加されなければなりませ
ん。外部ﾘｾｯﾄ元は利用できません。

0 1 UPDI ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ専用ﾋﾟﾝ。外部ﾘｾｯﾄ元は利用できません。

1 0 /RESET ﾘｾｯﾄ信号入力。UPDIをｱｸｾｽするためにはこのﾋﾟﾝに12Vのﾊﾟﾙｽが印加されなければなりません。

1 1 (予約) -
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注: より古いAVRﾃﾞﾊﾞｲｽは(直列と卑劣の変種が存在する)”高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ”として知られるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを持ちます。一
般的にこのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ作業の間に/RESETﾋﾟﾝに印加されるべき12Vが必要です。UPDIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽは全く異なるｲﾝ
ﾀｰﾌｪ-ｽです。UPDIﾋﾟﾝは代替機能(/RESETまたはGPIO)を持つようにﾋｭｰｽﾞ設定することができる、主にﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの
ﾋﾟﾝです。代替機能が選択された場合、UPDI機能を再活性するためには12Vのﾊﾟﾙｽが必要とされます。

注: ﾋﾟﾝの制限のためにUPDI信号の共用を設計が必要とする場合、ﾃﾞﾊﾞｲｽがﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞできるのを保証するために段階が取られな
ければなりません。UPDI信号が正しく機能するのを保証するだけでなく、12Vのﾊﾟﾙｽから外部部品への損傷を避けるには、ﾃﾞﾊﾞ
ｲｽのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞやﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを試みる時にこのﾋﾟﾝ上のどの部品も切断されることが推奨されます。これは既定で実装されﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの
間に取り去られるか、またはﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞによって置換される0Ω抵抗を使って行うことができます。事実上この構成設定はﾃﾞﾊﾞｲｽを
実装する前にﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞが行われるべきであることを意味します。

重要: JTAGICE3はUPDI線での12Vを支援しません。換言すると、UPDIﾋﾟﾝはGPIOまたは/RESETとして構成設定されてしまっ
た場合、JTAGICE3はUPDIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを許可することができません。

4.2.5. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREｲﾝﾀｰﾌｪｰｽは小ﾋﾟﾝ数ﾃﾞﾊﾞｲｽで使うためにAtmelによって開発されました。4ﾋﾟﾝを使うJTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽとは異なり、ﾃﾞ
ﾊﾞｯｸﾞWIREはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾂｰﾙと共に双方向半二重非同期通信用に単一(RESET)ﾋﾟﾝだけを利用します。

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを持つAtmel AVRを含む応用PCBの設計時、右図で示されるﾋﾟﾝ配列が使
われるべきです。

注: ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽとして使うことができません。これは目的対象
をﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞするために、(図4-8.で示されるような)SPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽも利用可能でなければならな
いことを意味します。

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE許可(DWEN)ﾋｭｰｽﾞがﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)され、施錠ﾋﾞｯﾄが非ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(1)の時に、目的対象内の
ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREｼｽﾃﾑが活性(有効)にされます。RESETﾋﾟﾝはﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ許可のﾜｲﾔｰﾄﾞAND(ｵｰﾌﾟﾝ ﾄﾞﾚｲ
ﾝ)双方向入出力ﾋﾟﾝとして構成設定され、目的対象とﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ間の通信中継器になります。

VCC

MOSI
GND

MISO
SCK

nRESET

ISP

1 2

図4-7. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE(SPI)
 ﾍｯﾀﾞ ﾋﾟﾝ配列

4.2.6. SPI

実装書き込み(ISP:In-System Programming)はﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘとEEPROM内にｺｰﾄﾞを書き込むのに目的
対象のAtmel AVRの内部SPI(Serial Peripheral Interface)を使います。これはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽで
はありません。SPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを持つAVRを含む応用PCBの設計時、右図で示されるﾋﾟﾝ配列が使わ
れるべきです。

VCC

MOSI
GND

MISO
SCK

nRESET

ISP

1 2

図4-8. SPIﾍｯﾀﾞ ﾋﾟﾝ配列

4.2.7. SWD

ARM SWDｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはJTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの一部分で、TCKとTMSのﾋﾟﾝを利用します。けれども
ARM JTAGとAVR ＪTAGのｺﾈｸﾀはﾋﾟﾝ互換ではなく、故にSWDまたはJTAGのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを持つ
SAMﾃﾞﾊﾞｲｽを使う応用PCBを設計する時に、右図で示されるARMﾋﾟﾝ配列の使用が推奨され、
JTAGICE3によって使われるAVRﾋﾟﾝ配列に割り当てるのにﾊﾞﾗ線ｹｰﾌﾞﾙかｱﾀﾞﾌﾟﾀを使ってくださ
い(Atmelから入手可能なこの割り当てをするｱﾀﾞﾌﾟﾀはありません)。

JTAGICE3はUART形式ITM追跡をﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀへ流す能力があります。追跡は10ﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞの
TRACE/SWO(JTAGのTDO)ﾋﾟﾝで捕獲されます。ﾃﾞｰﾀはJTAGICE3で内部的に緩衝され、HIDｲ
ﾝﾀｰﾌｪｰｽ上でﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀへ送られます。信頼できる最大ﾃﾞｰﾀ速度は概ね1MB/sです。

SWDIO/TMS
SWDCLK/TCK
SWO/TDO
N.C./TDI
nRESET

VCC

GND
GND
KEY
GND

SWD/JTAG

1 2

図4-9. 推奨ARM SWD/JTAG
 ﾍｯﾀﾞ ﾋﾟﾝ配列

4.3. Atmel OCD実装

4.3.1. Atmel AVR UC3 OCD (JTAGとaWire)

Atmel AVR UC3 OCDｼｽﾃﾑは高い柔軟性と強力で開かれた32ﾋﾞｯﾄ ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ用のﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ規格であるNexus 2.0規格
(IEEE-ISTO 5001™-2003)に従って設計されています。これは以下の機能を支援します。

・ Nexus適合ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ解決策
・ どのCPU速度も支援するOCD
・ 6つのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ ﾊｰﾄﾞｳｪｱ中断点(ﾌﾞﾚｰｸ ﾎﾟｲﾝﾄ)
・ 2つのﾃﾞｰﾀ中断点
・ 監視点として構成設定できる中断点
・ 範囲での中断を与えるように結合することができるﾊｰﾄﾞｳｪｱ中断点
・ 実時間ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ分岐追跡、ﾃﾞｰﾀ追跡、処理追跡(Atmel JTAGICE3によって不支援)

UC3 OCDｼｽﾃﾑに関するより多くの情報についてはwww.atmel.com\uc3に置かれているAVR32UC技術参考書を調べてください。

http://www.atmel.com/uc3


Atmel JTAGICE3 [使用者の手引き] 14

4.3.2. Atmel AVR XMEGA OCD (JTAGとPDI物性)

Atmel AVR XMEGA OCDは他にPDI(Program and Debug Interface)として知られます。(JTAGとPDI物性の)2つの物理ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが
ﾃﾞﾊﾞｲｽ内で同じOCD実装へのｱｸｾｽを提供します。これは以下の機能を支援します。

・ 完全なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの流れ制御
・ 1つの専用ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｱﾄﾞﾚｽ比較器またはｼﾝﾎﾞﾘｯｸ中断点(予約)
・ 4つのﾊｰﾄﾞｳｪｱ比較器
・ (BREAKを使う)無制限数の使用者ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ中断点
・ ｼｽﾃﾑ ｸﾛｯｸ周波数での制限なし

4.3.3. Atmel megaAVR OCD (JTAG)

Atmel megaAVR OCDはJTAG物理ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽに基づきます。これは以下の機能を支援します。

・ 完全なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの流れ制御
・ 4つのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾒﾓﾘ (ﾊｰﾄﾞｳｪｱ)中断点 (1つは予約)
・ ﾃﾞｰﾀ中断点形式に結合することができるﾊｰﾄﾞｳｪｱ中断点
・ (BREAKを使う)無制限数のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ中断点 (ATmega128[A]を除く)

4.3.4. Atmel megaAVR/tinyAVR OCD (ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE)

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE OCDは小ﾋﾟﾝ数のAtmel AVRﾃﾞﾊﾞｲｽ用に特に設計された制限された機能一式を持つ特殊化したOCD部です。これは
以下の機能を支援します。

・ 完全なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの流れ制御
・ (BREAKを使う)無制限数の使用者ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ中断点
・ 目的対象ｸﾛｯｸに基づく自動転送速度構成設定

4.3.5. Atmel tinyX-OCD (UPDI)

Atmel tinyX-OCDはUPDI(単線PDI)物理ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽに基づきます。これは以下の機能を支援します。

・ 完全なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの流れ制御
・ 2つのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾒﾓﾘ (ﾊｰﾄﾞｳｪｱ)中断点 (1つは予約)
・ (BREAKを使う)無制限数のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ中断点

4.3.5.1. UPDIと/RESET

UPDI単線ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽは目的対象AVRﾃﾞﾊﾞｲｽに依存して専用ﾋﾟﾝまたは共用ﾋﾟﾝになり得ます。更なる情報についてはﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞｰ
ﾀｼｰﾄを調べてください。

UPDIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが共用ﾋﾟﾝの時にそのﾋﾟﾝはRSTPINCFG1,0ﾋｭｰｽﾞを設定することによってUPDI、/RESETまたは汎用入出力(GPIO)
のどれかに構成設定することができます。

RSTPINCFG1,0ﾋｭｰｽﾞはﾃﾞｰﾀｼｰﾄで記述されるように以下の構成設定を持ちます。各選択の実際上の影響はここで与えられます。

表4-3. JTAGﾋﾟﾝ説明

RSTPINCFG1,0 使い方構成設定

0 0 GPIO
汎用入出力ﾋﾟﾝ。UPDIをｱｸｾｽするためにはこのﾋﾟﾝに12Vのﾊﾟﾙｽが印加されなければなりませ
ん。外部ﾘｾｯﾄ元は利用できません。

0 1 UPDI ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ専用ﾋﾟﾝ。外部ﾘｾｯﾄ元は利用できません。

1 0 /RESET ﾘｾｯﾄ信号入力。UPDIをｱｸｾｽするためにはこのﾋﾟﾝに12Vのﾊﾟﾙｽが印加されなければなりません。

1 1 (予約) -

注: より古いAVRﾃﾞﾊﾞｲｽは(直列と卑劣の変種が存在する)”高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ”として知られるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを持ちます。一
般的にこのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ作業の間に/RESETﾋﾟﾝに印加されるべき12Vが必要です。UPDIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽは全く異なるｲﾝ
ﾀｰﾌｪ-ｽです。UPDIﾋﾟﾝは代替機能(/RESETまたはGPIO)を持つようにﾋｭｰｽﾞ設定することができる、主にﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの
ﾋﾟﾝです。代替機能が選択された場合、UPDI機能を再活性するためには12Vのﾊﾟﾙｽが必要とされます。

注: ﾋﾟﾝの制限のためにUPDI信号の共用を設計が必要とする場合、ﾃﾞﾊﾞｲｽがﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞできるのを保証するために段階が取られな
ければなりません。UPDI信号が正しく機能するのを保証するだけでなく、12Vのﾊﾟﾙｽから外部部品への損傷を避けるには、ﾃﾞﾊﾞ
ｲｽのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞやﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを試みる時にこのﾋﾟﾝ上のどの部品も切断されることが推奨されます。これは既定で実装されﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの
間に取り去られるか、またはﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞによって置換される0Ω抵抗を使って行うことができます。事実上この構成設定はﾃﾞﾊﾞｲｽを
実装する前にﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞが行われるべきであることを意味します。

重要: JTAGICE3はUPDI線での12Vを支援しません。換言すると、UPDIﾋﾟﾝはGPIOまたは/RESETとして構成設定されてしまっ
た場合、JTAGICE3はUPDIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを許可することができません。
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4.3.5.2. tinyX-OCD (UPDI)の特別な考慮

UPDIﾃﾞｰﾀ ﾋﾟﾝ(UPDI_DATA)は目的対象AVRﾃﾞﾊﾞｲｽに依存して専用ﾋﾟﾝまたは共用ﾋﾟﾝになり得ます。共用されたUPDIﾋﾟﾝは12Vに
耐え、/RESETまたはGPIOとして使うように構成設定することができます。これらの構成設定でこのﾋﾟﾝを使う方法の更なる詳細につい
ては「UPDI物理ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ」をご覧ください。
巡回冗長検査ﾒﾓﾘ操作(CRCSCAN:Cyclic Redundancy Check Memory Scan)単位部を含むﾃﾞﾊﾞｲｽでこの単位部はﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ中に背面
継続動作で使われるべきではありません。OCD単位部は制限されたﾊｰﾄﾞｳｪｱ中断点(ﾌﾞﾚｰｸﾎﾟｲﾝﾄ)比較器資源を持ち、故にもっと中
断点が必要とされる時、または更にｿｰｽ ﾚﾍﾞﾙのｺｰﾄﾞ段階実行の間、ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ内にBREAK命令が挿入されるかもしれません(ｿﾌﾄ
ｳｪｱ中断点)。CRC単位部はﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ内容の不正としてこの中断点を不正に検出し得ます。

CRCSCAN単位部はﾌﾞｰﾄ前にCRC走査を実行するように構成設定することもできます。CRC不一致の場合、ﾃﾞﾊﾞｲｽはﾌﾞｰﾄせず、固
着状態が出現します。この状態からﾃﾞﾊﾞｲｽを回復する方法は完全なﾁｯﾌﾟ消去と有効なﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ情報を書き込むか、またはﾌﾞｰﾄ
前CRCSCANを禁止するかのどちらかを実行することだけです(単純なﾁｯﾌﾟ消去は無効なCRCを持つ空白ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘに帰着し、
従ってﾃﾞﾊﾞｲｽは未だﾌﾞｰﾄしません)。Atmel Studioはこの状態でﾃﾞﾊﾞｲｽをﾁｯﾌﾟ消去する時に自動的にCRCSCANﾋｭｰｽﾞを禁止しま
す。

UPDIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが使われる目的対象応用PCBの設計時、正しい動作のために以下の考慮が行われなければなりません。

・ UPDI線のﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗は10kΩよりも小さく(強く)てはなりません。ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ抵抗は使われるべきではなく、またはUPDI使用時に取り
外されるべきです。UPDI物性はﾌﾟｯｼｭ-ﾌﾟﾙの能力があり、故に線がｱｲﾄﾞﾙの時に誤った開始ﾋﾞｯﾄの起動を防ぐために弱いﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ
抵抗が必要とされるだけです。

・ UPDIﾋﾟﾝがRESETとして使われる場合、それがｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの正しい動作を妨害するため、どの安定化ｺﾝﾃﾞﾝｻもUPDI使用時に切
断されなければなりません。

・ UPDIﾋﾟﾝがRESETまたはGPIOのﾋﾟﾝとして使われる場合、それらがｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの正しい動作を妨害するため、線上の全ての外部
駆動部はﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞまたはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの間、切断されなければなりません。

4.3.6. ARM CoreSight構成部

Cortex-Mに基づくAtmel ARMﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗはOCD構成部に適合するCoreSight™を実装します。これらの構成部の機能はﾃﾞﾊﾞｲｽ
毎に変わり得ます。更なる情報についてはﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞｰﾀｼｰﾄを調べてください。

5. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ説明

5.1. LED

Atmel JTAGICE3の上覆いは現在のﾃﾞﾊﾞｯｸﾞまたはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞの作業の状態を示す3つのLEDを持ちます。

表5-1. LED

LED 説明機能

左
目的対象

電源
目的対象の電源がOKの時に緑。点滅は目的対象電源異常を示しま
す。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業の接続が開始するまで点灯しません。

中央 主電源 主基板の電源がOKの時に赤

右 状態 目的対象が走行/段階実行時に緑点滅。目的対象停止時に消灯

5.2. 背面

Atmel JTAGICE3の背面はUSBﾐﾆBｺﾈｸﾀを収容します。

5.3. 底覆い

Atmel JTAGICE3の底覆いは通番と製造日付を示す張り札
を持ちます。技術支援を求める時にこれら詳細を含めてくだ
さい。
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5.4. 基本構造説明

Atmel JTAGICE3の基本構造は右図で示されます。 図5-1. JTAGICE3構成図

UC3A3 ﾚﾍﾞﾙ変換器

電源

USBﾎｽﾄPC 目的対象AVR

5.4.1. Atmel JTAGICE3主基板

電力はUSBﾊﾞｽからAtmel JTAGICE3へ供給され、降圧ｽｨｯﾁﾝｸﾞ調整器によって3.3Vに調整されます。VTGﾋﾟﾝによって目的対象応
用からも少量の電力(1mA未満)が引き出され、それは基板上のﾚﾍﾞﾙ変換器の可変電圧側の電力に使われます。JTAGICE3主基板
の心臓部は処理される作業に依存して1～60MHzで走行するAtmel AVR UC3ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗのAT32UC3A3256です。このﾏｲｸﾛ ｺﾝ
ﾄﾛｰﾗはﾃﾞﾊﾞｯｶﾞとの高いﾃﾞｰﾀ単位処理量を許す、ﾁｯﾌﾟ上のUSB 2.0高速(High speed)部を含みます。

JTAGICE3と目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ間の通信は目的対象の動作電圧とJTAGICE3の内部電圧ﾚﾍﾞﾙ間の信号を転換する一揃いのﾚﾍﾞﾙ変
換器を通して行われます。また、信号経路には直列終端抵抗とESD保護ﾀﾞｲｵｰﾄﾞがあります。全ての信号ﾁｬﾈﾙは1.65～5.5Vの範囲
で動作することができます。最大動作周波数は使う目的対象ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽに従って変わります。

5.4.2. Atmel JTAGICE3目的対象ｺﾈｸﾀ

Atmel JTAGICE3はｱｸﾃｨﾌﾞ探針を持ちません。直接または提供されるｱﾀﾞﾌﾟﾀの1つのどちらかで目的対象に接続するのに50mil IDC
ｹｰﾌﾞﾙが使われます。配線とｱﾀﾞﾌﾟﾀのより多くの情報については「JTAGICE3の組み立て」項をご覧ください。

5.4.3. Atmel JTAGICE3目的対象ｺﾈｸﾀ部品番号

JTAGICE3 50mil IDCｹｰﾌﾞﾙを目的対象基板へ直接接続するため、どの標準50mil 10ﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞも充分であるべきです。それらがこの
ｷｯﾄに含まれるｱﾀﾞﾌﾟﾀ基板で使われるように、目的対象への接続時に正しい向きを保証するため、込み栓付きﾍｯﾀﾞの使用が勧告さ
れます。

SAMTECからのこのﾍｯﾀﾞの部品番号はFTSH-105-01-LDV-K-A-Pです。

6. ｿﾌﾄｳｪｱ統合

6.1. Atmel Studio

6.1.1. Atmel Studioでの統合

Atmel StudioはWindows環境でAtmel AVR応用を書いてﾃﾞﾊﾞｯｸﾞするための統合開発環境(IDE:Integrated Development Environmen 
t)です。Atmel Studioはﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ管理ﾂｰﾙ、ｿｰｽ ﾌｧｲﾙ ｴﾃﾞｨﾀ、ｼﾐｭﾚｰﾀ、ｱｾﾝﾌﾞﾗとC/C++用前処理部、ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ、ﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ
を提供します。

Atmel StudioまたはAVR Studio 5.0またはそれ以降版はAtmel JTAGICE3と共に使われなければなりません。

6.1.2. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ任意選択

Atmel StudioはAtmel JTAGICE3を使ってAtmel AVRとAtmel SAM D20 ARMﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを支援します。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛ
ｸﾞは選択した目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽに従ってJTAG、aWire、SPI、PDI、SWDの動作を使うように構成設定することができます。

ｸﾛｯｸ周波数構成設定時、各種ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽと目的対象系統に対して以下の各種規則が適用されます。

・ SPIﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞは目的対象ｸﾛｯｸを利用します。そのｸﾛｯｸ周波数を目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽが現在走行している周波数の1/4未満に構成
設定してください。

・ Atmel megaAVRﾃﾞﾊﾞｲｽでのJTAGﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞは書き込み器によってｸﾛｯｸ駆動されます。これはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｸﾛｯｸ周波数がﾃﾞﾊﾞｲｽ
それ自身の最大動作周波数(通常、16MHz)に制限されることを意味します。

・ JTAGとPDIの両ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽでのAVR XMEGAﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞは書き込み器によってｸﾛｯｸ駆動されます。これはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｸﾛｯｸ周波
数がﾃﾞﾊﾞｲｽそれ自身の最大動作周波数(通常、32MHz)に制限されることを意味します。

・ JTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽでのAVR UC3ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞは書き込み器によってｸﾛｯｸ駆動されます。これはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｸﾛｯｸ周波数がﾃﾞﾊﾞｲｽそ
れ自身の(33MHzに制限される)最大動作周波数に制限されることを意味します。

・ aWireｲﾝﾀｰﾌｪｰｽでのAVR UC3ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞは書き込み器によってｸﾛｯｸ駆動されます。最適周波数は目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのSABﾊﾞｽ
速度によって与えられます。JTAGICE3ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはこの判定基準に合うようにaWireのﾎﾞｰﾚｰﾄを自動的に調節します。通常必要ない
としても、使用者は(例えば、雑音環境で)必要な場合に最大ﾎﾞｰﾚｰﾄを制限することができます。

・ SWDｲﾝﾀｰﾌｪｰｽでのSAM D20 ARMﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞは書き込み器によってｸﾛｯｸ駆動されます。JTAGICE3で支援される最大周波数は
2MHzです。周波数は目的対象CPU周波数×10を超えるべきではありません。
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6.1.3. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ任意選択

Atmel Studioを使ってAtmel AVRﾃﾞﾊﾞｲｽをﾃﾞﾊﾞｯｸﾞする時に、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ ｳｨﾝﾄﾞｳ内の’Tool’ﾀﾌﾞはいくつかの重要な構成設定
任意選択を含みます。更なる説明が必要な任意選択は以下です。

・ 目的対象ｸﾛｯｸ周波数(Target Clock Frequency)

目的対象ｸﾛｯｸ周波数 : JTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽでAtmel megaAVRﾃﾞﾊﾞｲｽの信頼に足るﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを達成するには目的対象ｸﾛｯｸ周波数の
正確な設定が重要です。この設定はﾃﾞﾊﾞｯｸﾞされる応用の目的対象AVRﾃﾞﾊﾞｲｽの最低動作周波数の1/4未満であるべきです。

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽでのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業は目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽそれ自身によってｸﾛｯｸ駆動され、故に周波数設定は必要ありま
せん。Atmel JTAGICE3はﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業の開始で通信用の正しいﾎﾞｰﾚｰﾄを自動的に選択します。けれども、雑音性のﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ環境
に関連した確実性の高い問題を経験した場合、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE速度をそれの’推奨(recommended)’設定の何分の1かに強制するこ
とが可能です。

AVR XMEGA目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業はﾃﾞﾊﾞｲｽそれ自身の最大速度(通常32MHz)までｸﾛｯｸ駆動することができます。

JTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽでのAVR UC3目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業はﾃﾞﾊﾞｲｽそれ自身の(33MHzに制限される)最大速度までｸﾛｯｸ駆
動することができます。けれども、最適周波数は目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽの現在のSABｸﾛｯｸより僅かに低くなります。

aWireｲﾝﾀｰﾌｪｰｽでのUC3目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業はJTAGICE3それ自身によって最適ﾎﾞｰﾚｰﾄへ自動的に調節されます。
けれども、雑音性のﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ環境に関連した確実性の高い問題を経験した場合、aWire速度を構成設定可能限度以下に強制する
ことが可能です。

SWDｲﾝﾀｰﾌｪｰｽでのSAM D20 ARM目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業は目的対象CPUｸﾛｯｸ×10(最大2MHzに制限)までｸﾛｯｸ駆動
することができます。

・ EEPROM保護(Preserve EEPROM)

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業前に目的対象の再書き込み中にEEPROMの消去を避けるにはこの任意選択を選択してください。

・ 外部ﾘｾｯﾄ使用(Use External Reset)

目的対象がJTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを禁止する場合、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ中に外部ﾘｾｯﾄがLowに引かれなければなりません。外部ﾘｾｯﾄを使うか
どうかを繰り返し問われるのを避けるにはこの任意選択を選択してください。

7. ｺﾏﾝﾄﾞ行ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ
Atmel StudioはAtmel SAM4S Xplained Proを使って目的対象をﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞするのに使うことができるatprogramと呼ばれるｺﾏﾝﾄﾞ行
ﾕｰﾃｨﾘﾃｨと共に来ます。Atmel Studioのｲﾝｽﾄｰﾙ中にｽﾀｰﾄ ﾒﾆｭｰのAtmelﾌｫﾙﾀﾞ内にAtmel Studio 6.2 Command Promptと呼ばれる
ｼｮｰﾄｶｯﾄが作成されます。このｼｮｰﾄｶｯﾄのﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸにより、ｺﾏﾝﾄﾞ ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄが開き、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ命令を入力することができます。ｺﾏﾝ
ﾄﾞ行ﾕｰﾃｨﾘﾃｨはAtmel Studioｲﾝｽﾄｰﾙ ﾊﾟｽ内のAtmel\Atmel Studio 6.2\atbackend\ﾌｫﾙﾀﾞ内にｲﾝｽﾄｰﾙされます。

ｺﾏﾝﾄﾞ行ﾕｰﾃｨﾘﾃｨのより多くのﾍﾙﾌﾟを得るには命令: atprogram --help を入力してください。

8. 高度なﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ技術

8.1. Atmel AVR UC3目的対象

8.1.1. EVTI/EVTOの使い方

EVTIとEVTOのﾋﾟﾝはAtmel JTAGICE3でｱｸｾｽできません。けれども、それらは他の外部装置と共に未だ使うことができます。

EVTIは以下の目的で使うことができます。

・ 目的対象は外部事象への応答で実行の停止を強制することができます。DCﾚｼﾞｽﾀ内の制御での事象(EIC:Event In Control)ﾋﾞｯ
ﾄが’01’を書かれる場合、EVTIﾋﾟﾝでのHigh⇒Low遷移が中断点(ﾌﾞﾚｰｸ ﾎﾟｲﾝﾄ)状態を生成します。これが起こる時にDS内の外
部中断点(EXB:External Breakpoint)ﾋﾞｯﾄが設定(1)されます。

・ 追跡同期ﾒｯｾｰｼﾞ生成。JTAGICE3によって使われません。

EVTOは以下の目的で使うことができます。

・ CPUがﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ動作へ移行したことを指示。DC内のEOSﾋﾞｯﾄの’01’設定は、目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽがﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ動作移行時に1CPUｸﾛｯｸ
周期間Lowへ引かれることをEVTOﾋﾟﾝに起こします。この信号は外部ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ用の起動元として使うことができます。

・ CPUが中断点または監視点に到達したことを指示。対応する中断点/監視点制御ﾚｼﾞｽﾀ内のEOCﾋﾞｯﾄの設定により、中断点また
は監視点の状態がEVTOﾋﾟﾝで示されます。DC内のEOSﾋﾞｯﾄはこの機能を許可するために’10’に設定されなければなりません。
そして監視点ﾀｲﾐﾝｸﾞを調べるためにEVTOﾋﾟﾝは外部ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟに接続することができます。

・ 追跡ﾀｲﾐﾝｸﾞ信号生成。JTAGICE3によって使われません。
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8.2. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE目的対象

8.2.1. ｿﾌﾄｳｪｱ中断点

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE OCDはAtmel megaAVR (JTAG) OCDと比べた時に徹底的に縮小されています。これはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ目的に使用者に対して
利用可能などんなﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ中断点(ﾌﾞﾚｰｸ ﾎﾟｲﾝﾄ)比較器も持たないことを意味します。ｶｰｿﾙまで実行や一段実行の目的用に
このような比較器が1つ存在しますが、使用者中断点はﾊｰﾄﾞｳｪｱで支援されません。

代わりに、ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはAtmel AVRのBREAK命令を利用しなければなりません。この命令はﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘに置かれ、それが実行のために
読み込まれた時にAVR CPUを停止動作へ移行させます。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ中に中断点を支援するため、ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞは使用者が求める中断点の
点でﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ内にBREAK命令を挿入しなければなりません。元の命令は後で置き換えるために貯えられなければなりません。BR 
EAK命令での一段実行時、ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの動きを維持するために貯えられた元の命令を実行しなければなりません。極端な場
合では、BREAKがﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘから取り去られて後で置換されなければなりません。これら全ての筋書は中断点からの一段実行時に
明白な遅延を引き起こし得て、目的対象ｸﾛｯｸ周波数が非常に低い時に悪化されるでしょう。

故に可能な以下の指針を守ることが推奨されます。

・ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ中、常に可能な限り高い周波数で目的対象を動かしてください。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE物理ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽは目的対象ｸﾛｯｸからｸﾛｯｸ
駆動されます。

・ 各1つが目的対象で置換されるべきﾌﾗｯｼｭ ﾍﾟｰｼﾞを必要とするため、中断点の追加と削除を最小とするよう試みてみてください。

・ ﾌﾗｯｼｭ ﾍﾟｰｼﾞの書き込み操作数を最小にするため、同時に少数の中断点を追加または削除するよう試みてください。

・ 可能なら、2語命令に中断点を配置することを避けてください。

9. ﾌｧｰﾑｳｪｱ格上げ更新
ﾌｧｰﾑｳｪｱを格上げ更新する方法の情報についてはAtmel Studio使用者の手引きをご覧ください。

10. 公開履歴と既知の問題

10.1. 主版3での新規情報

ﾌｧｰﾑｳｪｱ第3版、SAM支援追加

Atmel Studio 6.1 SP2ｲﾝｽﾄｰﾙ時、JTAGICE3は第2版から第3版へ増した主ﾌｧｰﾑｳｪｱを受け取ります。第2版はﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾏﾈｰｼﾞｬでJun 
go USBﾂｰﾙとして列挙(認識)され、一方第3版はXplained Pro系統の評価ｷｯﾄに含まれるEDBGのようなものである、(新しいUSB PID
での)HID装置として現れます。

新しいJTAGICE3ﾌｧｰﾑｳｪｱは全てのAVR機能を保つと同時にJTAGICE3にARM Cortex-Mに基づく全てのAtmel SAMﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰ
ﾗ用支援を齎します。

3.11版の時にJTAGICE3は直列ITM追跡捕獲も支援します。

注:

ﾌｧｰﾑｳｪｱ第3版へ格上げ更新後、JTAGICE3は以前の版のAtmel Studioによって認証されません。旧版のAtmel StudioでJTAGICE3
を使うには、最初にﾌｧｰﾑｳｪｱ第2版へ格下げ更新しなければなりません。

atfw.exeｺﾏﾝﾄﾞ行ﾌｧｰﾑｳｪｱ格上げ更新ﾕｰﾃｨﾘﾃｨはﾌｧｰﾑｳｪｱ第2版zipﾌｧｲﾙへのﾊﾟｽをﾕｰﾃｨﾘﾃｨに与えるために-a archive-nameｽｨｯ
ﾁと共に使われなければなりません。

atfw.exeｺﾏﾝﾄﾞ行格上げ更新ﾕｰﾃｨﾘﾃｨはAtmelｳｪﾌﾞｻｲﾄまたはAtmel展示室からﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることができます。Atmel展示室のﾀﾞｳﾝ
ﾛｰﾄﾞはatfw.exeと必要とするﾌｧｰﾑｳｪｱ版を含みます。

SWDを使ってJTAGICE3をSAMﾃﾞﾊﾞｲｽに接続する情報については「SWD目的対象への接続」をご覧ください。

http://www.atmel.com/tools/ATMELSTUDIO.aspx
http://gallery.atmel.com/Products/Details/c578bdc7-3f6a-4ff1-b2c1-8419ba25dce7?
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10.2. ﾌｧｰﾑｳｪｱ改訂履歴

表10-1. 公開ﾌｧｰﾑｳｪｱ版

ﾌｧｰﾑｳｪｱ版
(10進)

関連変更日付

1.08 JTAGICE3の初公開-

1.17 -
LEDの動き改善
ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE信頼性改善
aWire速度改善

1.22 - 状態LED改善

1.34 -

JTAGﾃﾞｨｰｼﾞｰﾁｪｰﾝ支援
外部及びｿﾌﾄｳｪｱでのﾘｾｯﾄ処理を改善
Atmel AVR XMEGAﾃﾞﾊﾞｲｽでの高SUT値を支援
aWire自動ﾎﾞｰﾚｰﾄ計算改善
より新しいAtmel AVR XMEGAﾃﾞﾊﾞｲｽに対して修正されたﾁｯﾌﾟ消去制限時間
(低電圧で見られる)XMEGAﾌﾗｯｼｭ ﾍﾟｰｼﾞ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ異常を修正
ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREの一段実行性能を改善

2.10 - 些細なﾊﾞｸﾞ修正

2.15 - 些細なﾊﾞｸﾞ修正

3.7 - SAM D20 ARM Cortex-M0+に基づくﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗを支援

3.18 -
全てのSAM ARM Cortex-Mに基づくﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗを支援
ITM追跡捕獲の支援を追加

3.23 -
発振器校正命令を修正
ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE信頼性改善

3.30 -
目的対象電源LEDの問題を修正
64命令ﾋﾞｯﾄよりも多い命令ﾋﾞｯﾄを持つJTAGﾃﾞｨｼﾞｰ ﾁｪｰﾝに関連する問題を修正

3.34 2016年9月29日
UPDIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(tinyXﾃﾞﾊﾞｲｽ)の支援を追加
USBｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄの大きさ構成設定を作成

10.3. Atmel JTAGICE3に関する既知の問題

10.3.1. Atmel AVR XMEGA OCD特有問題

・ ATxmegaA1系については改訂Gまたはそれ以降版だけが支援されます。

・ PDIｸﾛｯｸ信号上に過剰下振れが多くある場合DPIは或る周波数で動かないかもしれません。いくつかの目的対象基板構成設定に
於いて、PDIｸﾛｯｸはかなりの量の過剰下振れが見られます。この過剰下振れはAtmel JTAGICE3が目的対象と通信できなくなる結
果に帰着するかもしれません。この問題を逃れるため、PDIｸﾛｯｸ周波数はより低くされるべきです。これはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ内の
ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ設定(Interface settings)ﾀﾌﾞか、またはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ内のToolﾀﾌﾞで行うことができます。より高
いPDIｸﾛｯｸ周波数が必要とされる場合、PDIｸﾛｯｸ線に何らかの終端が追加されなければなりません。例えば、目的対象基板上で
PDIｸﾛｯｸとVCC間に(概ね100pFの)小容量ｺﾝﾃﾞﾝｻを追加することは効果を証明されています。直列抵抗の追加はそれが
JTAGICE3主基板に追加されない限り、効果がありません。

10.3.2. Atmel megaAVR/tinyAVR OCD特有問題

・ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業中のATmega32U6での電源ON繰り返しはﾃﾞﾊﾞｲｽとの通信中断を引き起こすかもしれません。
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11. 製品適法性

11.1. RoHSとWEEE

Atmel JTAGICE3(ATJTAGICE3ｷｯﾄ)とそれの付属品はRoHS指令(2002/95/EC)とWEEE指令(2002/96/EC)の両方に従って製造さ
れます。

11.2. CEとFCC

Atmel JTAGICE3本体は以下ような必須の必要条件とその他の関連指令条項に従って検査されています。

・ 2004/108EC(B級)指令
・ FCC区分15副区分B
・ 2002/95/EC(RoHS,WEEE)

評価には以下の規格が使われます。

・ EN 61000-1 (2007)
・ EN 61000-3 (2007)
・ FCC CFR 47区分15 (2008)

技術構成ﾌｧｲﾙは以下に置かれます。

Atmel Norway
Vestre Rosten 79
7075 Tiller
Norway

全ての努力がこの製品からの電磁放射を最小にさせました。けれども、或る条件下で、ｼ
ｽﾃﾑ(目的対象応用回路に接続された本製品)は前述の規格によって許される最大値を
超える個別電磁成分周波数を放射するかもしれません。この放射の周波数と大きさは使
われる製品と目的対象応用の配置と配線を含む様々な要素によって決められます。

12. 改訂履歴

資料改訂 日付 注釈

42634A 2015年11月 初版資料公開

42634B 2016年10月 UPDIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ追加とﾌｧｰﾑｳｪｱ公開履歴更新
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